
フードアグリ副産物からの

中小企業庁・令和5年度
中小企業のイノベーション創出を支援する「イノベーション・プロデューサー」による活動支援実証事業

～地産地消型サーキュラエコノミー・アップサイクルの取組み事例～

一般社団法人首都圏産業活性化協会





一般社団法人首都圏産業活性化協会（以下協会）は、産・官・学・金の連携推進機関として
1998年に設立され、これまで首都圏西部地域を中心に産業活性化に取り組み、技術開発やも
のづくりビジネスの国際展開など、多くのプロジェクトを創出して参りました。

また、協会では従前より「イノベーション創出支援」の取組みとして、交流・連携・創造の
3階層に分けた、ものづくり中堅・中小企業を主に支援しており、その過程においては、成長
型中小企業等研究開発支援事業(略称:Go-Tech/旧:サポイン・新連携)をはじめとする経済産業
省の支援施策を活用するなど、新規性・独創性に富み、かつ社会貢献に資する新事業を創出、
事業化を支援して参りました。

今後も協会としては、交流・連携・創造の3階層で、地域の中核企業・グローバルニッチ
トップ企業の輩出に向けた活動に邁進する一方で、交流から連携へ、連携から創造へとステッ
プアップを図る上で、それぞれの支援者が具体的にどのようなノウハウを活用し、どのように
市場での成功へと導いているのかについては、個々のノウハウに依存するところがあり、「支
援プロセスの見える化」が課題となっておりました。

そこで協会では、令和５年度「中小企業のイノベーション創出を支援するイノベーション・
プロデューサー(略称:IP)」事業において、事務局長(芳賀啓一)をはじめとする4人の講師陣と
チームを組成し、各々の経験と実績を踏まえ、「活動領域の拡大」と「活動の担い手拡大」の
両面から、3つの実証事業を行ないました。

そのうち、「活動領域の拡大」においては、IPがこれまで中小企業のイノベーション創出
支援を行なった経験を踏まえ、関西・西日本でアップサイクルビジネスの構築・成長支援の実
績を持つ(株)産学連携研究所と連携をはかり、関東・東日本における地産地消型サーキュラエ
コノミーのニーズ探索とアップサイクルモデル(SUMITAモデル)の普及、他企業の素材で業務
の切り分けを実施しました。

それぞれ3つの実証事業につきましては、『「イノベーション・プロデューサー実証事業」
支援事例集(令和5年度) 支援事例集』および成果報告会(2024年3月15日(金)16:00～17:00)の
場でご報告させていただきますが、本誌では特に、フードアグリ副産物からのアップサイクル
製品化の事例について取りまとめを行ないました。

事業を実施するにあたり、(株)産学連携研究所/Curelabo(株)をはじめ、多くの関係者のみ
なさまより、多大なるご協力を賜りましたことを、深く感謝申し上げます。

本誌を活用することで、新たなイノベーション創出の一助となることを願ってやみません。

2024(令和6)年3月吉日

代表ごあいさつ
一般社団法人首都圏産業活性化協会

会 長 野長瀬 裕二

フードアグリ副産物からのアップサイクル
製品化事例集 (令和5年度) 発刊にあたって
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01 事業説明(概要)

■事業名称：イノベーション創出支援３階層における支援プロセスの見える化

事業概要 連携先

• 株式会社産学連携研究所• 埼玉・東京・神奈川および周辺を軸足に「イノベーション創出支援」を
実施する首都圏産業活性化協会では、交流・連携・創造の３階層に分け、
製品・サービスの開発・事業化を支援している。一方、階層アップに至
る「見える化」が課題である。本事業では３人のイノベーション・プロ
デューサーのチームで「支援プロセスの見える化」を具現化する。

キーワード：交流→連携→創造

本事業を通じて実施する取組

①実施内容
• 中小企業が飛躍するための破壊的イノベーションを起こすための機能を個別企業に付与する。
１）活動の担い手拡大（MURAMATSUメソッド）

新規事業を志す中小企業に対し、テーマ発掘段階から派遣し、座学＋OJT研修を実施
２）活動の領域拡大（SUMITAモデル）

産学連携研究所と連携し、首都圏・東日本における地産地消型サーキュラエコノミーのニーズ探
索とアップサイクルモデルの普及活動を行う

３）担い手拡大・領域拡大（OKAMURAメソッド）
首都圏中小企業と弊協会内IP担い手を対象とした育成プログラムを、ワークショップと現地OJT
にて実施

②期待される成果
• １及び３）自社の強みの再認識、２）差別化戦略の構築。

中小企業庁・令和5年度
中小企業のイノベーション創出を支援する「イノベーション・プロデューサー」による活動支援実証事業
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（MURAMATSUメソッド）

（OKAMURAメソッド）

（SUMITAモデル）
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事業説明 領域拡大
フードサプライチェーン/アップサイクル(SUMITAモデル)
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本実証事業では、イノベーション・プロデューサー(芳賀啓一)が、これまで公的機関およ
び(一社)首都圏産業活性化協会において、中小企業のイノベーション創出支援を行なった経
験を踏まえ、関西・西日本でアップサイクルビジネスの構築・成長支援の実績を持つ(株)産
学連携研究所(再々委託先)と連携して、首都圏・東日本における地産地消型サーキュラエコノミーの
ニーズ探索とアップサイクルモデル(SUMITAモデル)の普及、他企業の素材で業務の切り分
けを行なった。前者は1月12日(金)に開催した「技術連携交流会」およびサトウキビから原料
糖を製造する工程の視察への誘致、後者については本誌の次頁以降を参照願いたい。

技術連携交流会
日時 1月13日(土)11:00～15:00 会場 東京たま未来メッセ 展示ホール

会員交流ゾーンに隣接して 「フードサプライチェーン・アップサイクルゾーン」を設置
出展企業 (50音順)

(株)EFFECT DESIGN、大坪GSI(株)、カネパッケージ(株)、Curelabo(株)、(株)協同商事
埼玉県産業技術総合センター(SAITEC)、(株)産学連携研究所、東京電機大学
(地独)東京都立産業技術研究センター、東京農工大学

併設セミナー (登壇順)
11:45～12:15 中小企業庁・令和5年度「中小企業のイノベーション創出を支援する

イノベーション・プロデューサーによる活動支援実証事業」について
（一社）首都圏産業活性化協会 理事・事務局長 芳賀 啓一

12:15～13:00 「産学連携研究所が取り組むフード・バイオ・アグリビジネス」
株式会社産学連携研究所 代表取締役 隅田 剣生 様

13:00～13:30 「食とエネルギーの西東京国際イノベーション共創拠点のご紹介」
東京農工大学 特任講師 若松 弘起 様
「地域連携昆虫飼料生産事業のご紹介」
東京農工大学 農学研究院 特任助教 坂本 卓磨 様

13:30～14:00 「SAITECのフードテック研究会
および竹のバイオリファイナリー技術による食品、 環境資材への利用」
東京電機大学 理工学部 理工学科 生命科学系特定教授 椎葉 究 様

現地視察
日程 2月13日(火)・14日(水)
参加企業 (50音順) (株)エーディーバンク(山形県山形市)、大坪GSI(株)※(福岡県柳川市)

(株)ニュートン(東京都千代田区)  ※技術連携交流会参加企業

現地視察風景
協力/ゆがふ製糖(株) (沖縄県うるま市)
サトウキビから原料糖を製造する工程

協力/Curelabo(株) (沖縄県うるま市)
食品残渣を粉砕・乾燥し、布地の原料を製造する工程の一部
※写真右上は直営店、右下は委託販売先の店頭にて



アップサイクルビジネスについて

2015年9月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」に、
持続可能な開発目標（SDGs）記載され,世界各国で持続可能でよりよい世界を目指すことと
なった。2020年には、欧州委員会（EU）が公表した新たな「サーキュラー・エコノミー・
アクション・プラン」の重点対策分野の１つに繊維が指定され、繊維・アパレル産業の環
境負荷低減が求められることとなった。

我が国では2022年に経済産業省が、「2030年に向けた繊維産業の展望（繊維ビジョ
ン）」を発表し、新たなビジネスモデルの創造やサステナビリティへの対応等の政策が打
ち出された。2023年3月には、「成長志向型の資源自律経済戦略」を策定し、サーキュラー
エコノミーの実現のため、具体的な戦略検討を開始し、アップサイクルやリサイクル活動
を推進することとなった。
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アップサイクルは、本来は捨てられるはずの製品に新たな価値を与えて再生することで、
「創造的再利用」とも呼ばれている。デザインやアイデアによって付加価値が与えられる
ことで、ものとしての寿命が長くなることも期待できるため、製品のアップグレードと捉
えることもできる。

アップサイクルという言葉は、1994年にドイツのライナー・ピルツ氏が、「ダウンサイ
クル」の対義語として提唱したのが始まりといわれている。アップサイクルは、廃棄物や
副産物を、新しい製品等へ高付加価値化する取り組みである。

リサイクルは、廃棄されるものの中から使えるものを取り出し、原料や材料として再利
用することである。リサイクルは、アルミ缶・紙・ペットボトルのように既に製品化され
たものを再製品化する取り組みである。リユースは中古車や古着のように再利用する取り
組みである。

ダウンサイクルは、その価値は元の製品よりも下がってしまうことが、アップサイクル
と異なる点である。たとえば、古くなった洋服を雑巾にすることなどが該当する。

出典：講談社ＳＤＧｓ

背景

アップサイクルとは？
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食糧・植物残差から繊維・衣料品へのアップサイクル技術

繊維・衣料品アップサイクルのサプライチェーン

Ｃｕｒｅｌａｂｏ（株）の事例紹介
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食糧・植物残渣から
繊維・衣料品へのアップサイクル技術

Curelabo株式会社では、バガス等の未利用資源から和紙糸・生地・デニムまでのアップサイクル事
業に取り組んでいる。その工程は、

１）製糖工場から産出されるバガスを乾燥し、パウダー状に粉砕

２）マニラ麻にバガスパウダーを混合させ、バガス和紙を抄造し、バガス和紙を１.５mm幅や４mm幅にスリット

３）スリット紙を撚糸し、バガス和紙糸を製糸

４）バガス和紙糸を横糸にし、デニム用の綿糸を縦糸に生地を製織

５）バガス生地をデニムに縫製している。

各工程のサプライチェーンは全国に展開しており、次ページで各サプライチェーンを紹介する。

9
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素材：サトウキビの搾りかすのバガス

Ｃｕｒｅｌａｂｏ株式会社

本 社 ： 沖縄県浦添市港川２丁目１４番７号
うるま工場： 沖縄県うるま市勝連南風原５１９２
京都事業所： 京都市左京区吉田上阿達町１７番地
福山事業所： 広島県福山市西町１-１-１
代 表 者： 山本 直人
資 本 金： ６２,２００,０００ 円
設 立 ： ２０２１年３月１０日
事業内容 ： さとうきび等の未利用資源を活用した

アップサイクル素材の開発、製造、販売

本社

うるま工場



繊維・衣料品アップサイクルのサプライチェーン

社 名 ：ゆがふ製糖株式会社

住 所 ：沖縄県うるま市川田330-1

事業内容：

沖縄本島全域のさとうきびを加工し原料糖を作る製糖会社。

サトウキビの原料からグラニュー糖や三温糖の素である「分蜜
糖」を製造。製造プロセスには、サトウキビの粉砕、搾汁、精
製、結晶化などを行っている。

<< 令和3/4年期の実績 >>

収穫面積  2,461ha

原料搬入高 121,822t

産糖量 14,637t
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バガス ゆがふ製糖 株式会社

社 名 ：オキナワパウダーフーズ株式会社

住 所 ：沖縄県糸満市豊原307番地

事業内容：

沖縄県糸満市のにある粉砕加工会社。

沖縄県南部を中心に仕入れた沖縄の島野菜をパウダーへと加工

してる。

原料である島野菜の栄養成分をなるべく壊さずに瞬時に乾燥さ

せパウダーへと加工するため、素材そのままの栄養成分をパウ

ダーでとることができ、より手軽にもっと多くの野菜を皆さん

のお手元に届けることができるよう商品開発を進めている。

パウダー オキナワパウダーフーズ



繊維・衣料品アップサイクルのサプライチェーン

社 名 ：大福製紙株式会社

住 所 ：岐阜県美濃市前野４２２

事業内容：

岐阜県美濃市。1934 年創立以来、「優れた製品を作り、社会に
貢献する」という基本理念のもと、美濃和紙の「均一で、美し
く、強い」という伝統技術継承に努めると共に技術革新を進め、
特殊紙の可能性を追求している。

粘着テープ、電気・電子材料などの工業用資材用途から衣料や
化粧用などの生活素材用途まで、様々な分野のお客様にご使用
頂いている。
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和紙 大福製紙株式会社

社 名 ：備後撚糸株式会社

住 所 ：広島県福山市芦田町福田872

事業内容：

広島県福山市にて「撚糸加工」事業と「和紙糸関連」事業のを
行っている。近年は海外から注目も高くなっている。

特に和紙糸分野については、その素材の特性・限りなく環境に
優しいエコ素材であることが注目され、繊維製品以外にもさま
ざまな素材の開発に検討または実用化され始めている。

糸 備後撚糸株式会社



繊維・衣料品アップサイクルのサプライチェーン

社 名 ：篠原テキスタイル株式会社

住 所 ：広島県福山市駅家町中島703

事業内容：

創業1907年、115年に渡り、広島(備後地方)伝統の絣織物の製造
から「織り」を続けてきている。

現在はその技術を進化させ、デニムに特化した商品開発を行っ
ている。

デニムを使ったサスティナブルな取り組みにも参加。デニムの
産地である福山に本社を構える会社として、デニムの価値や認
知を上げる活動を積極的に行っています。

電子制御された革新織機や機械式の古いシャトル織機を使い，
それぞれ特徴あるデニム生地を織っている。
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生地 篠原テキスタイル株式会社

社 名 ：株式会社NSG

住 所 ：広島県福山市新市戸手2145-1

事業内容：

広島県福山市、創業48年間、厚地デニム生地やヴィンテージ
ジーンズの縫製などデニム製品全般の縫製を行っている縫製工
場。

デザイナーズブランドやラグジュアリーブランドのOEMを国内
外問わず数多くのブランド・メーカー様の洋服作りに携わって
いる。縫製工程において、自社独自でオリジナル縫製ツール等
も開発・保有している。

デニム製品の中でも特に厚地といわれるデニムの縫製が強み。

縫製 株式会社NSG



繊維・衣料品アップサイクルのサプライチェーン

社 名 ：株式会社フタバ

住 所 ：沖縄県那覇市天久893-4

事業内容：

沖縄県那覇市にてかりゆしウエアや制服など衣類の仕立て、ユ
ニフォームの刺しゅうなどを手掛ける。

沖縄県衣類縫製品工業組合から認定を受けた『かりゆしウェ
ア』製造工場。製造したかりゆしウェアは、沖縄県内のスー
パーやデパート、ユニホーム・制服販売業者にて販売されてい
る。

保育園や幼稚園の制服の製造・その他、専門学校や企業の制服
も手がけている。
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かりゆし 株式会社フタバ

社 名 ：ダブル・ボランチ

住 所 ：沖縄県沖縄市久保田２丁目３０−１２

事業内容：

沖縄県沖縄市の工房で作られるオリジナルジーンズ。
ジーンズのメッカである岡山県児島の工場で10年間の修業を経
て、生まれ故郷である沖縄でデニム工房を立ち上げ。全国から
注文が入る確かな腕から作られるジーンズは、すべて手作業で
作られている。

「ダブルボランチ」という名前には「お客様とふたりでかじを
取り、1本のジーパンを仕上げていきたい」という想いが込めら
れている。

縫製 doublevolante



製品・サービスの概要

製品・サービスの特徴

製品・サービスの概要

製品・サービスの特徴

事例紹介

ジーンズ（SHIMA DENIM WORKS）

バガスをアップサイクルした紙糸を緯糸に用いたデニム生
地を使用。

国内の職人の手によって丁寧に作られたジーンズ。

デニムは経年変化を楽しみながら長年愛用できるサステナ
ブルなアイテムである。

14

01

バガス紙糸は、綿と比べて重さが1/2程度と軽量であり、吸
湿速乾にも優れているため、軽くてさらったとした履き心
地がある。加えて、バガスに含まれるリグニンというポリ
フェノール系の物質が抗菌消臭効果を高めている。

また、サプライチェーンを国内に集中させることで、物流
によるCO2排出量を抑制している。

オリオンビール様の数量限定商品として、バガスをアップ
サイクルしたデニム生地でジーンズをOEM製造。

沖縄復帰50周年を記念し、50本の限定生産を行った。

02

宮古島で育ったサトウキビの搾りかす（バガス）を原料に
14.5ozのヘビーウェイトデニム生地へ加工し、オリオンビー
ルオリジナルのレザーパッチやピスネームを取り付けた。

商品はオリオンビール様の公式通販で販売され即日完売と
なった。好評のため第二弾として75本限定ジーンズの生産
も行った。

ジーンズ（オリオンビール）



製品・サービスの概要

製品・サービスの特徴

製品・サービスの概要

製品・サービスの特徴

事例紹介

かりゆしウェア（SHIMA DENIM WORKS）

沖縄の正装として知られるかりゆしウェア。

生地にバガスをアップサイクルしたシャツ生地を使用。

沖縄での店舗販売に加え、県内ホテルで観光客向けにシェ
アリングサービスも行っている。

15

03

紙糸の特長である、軽くてさらっとした着心地はかりゆし
ウェアとの相性が良く人気商品である。

知念紅型研究所とコラボレーションし、シャツ全体に琉球
びんがたの古典柄を生地にプリントしている。

日本トラストオーシャン航空様（JTA）の廃棄予定だった機
内ヘッドレストカバーをアップサイクルしたかりゆしシャ
ツを製造。JTAの機内販売にて数量限定で販売された。

ベースのシャツ生地には弊社のバガス生地を採用し、襟・
袖部分に裁断したヘッドレストカバーを使用している。

JTAは空港スタッフの制服にかりゆしシャツを採用しており、

今後バガスをアップサイクルしたかりゆしシャツの制服と
しての採用を検討いただく。

かりゆしウェア（日本トランスオーシャン航空）04



製品・サービスの概要

製品・サービスの特徴

製品・サービスの概要

製品・サービスの特徴

事例紹介

スーツ（オーダーメイド）

バガスをアップサイクルしたデニム生地を活用し、

スーツを製造。

完全オーダーメイドでの販売を行っており、体形に合わせ
たスーツを仕立てる。

16

05

オーダーメイドによる着用感の良さや愛着は製品寿命の最
長化につながるためサステナブルである。

普段使いからフォーマルまで、シーンに合わせていろいろ
な着こなしを楽しむことができる。

バガスをアップサイクルしたデニム生地を活用し、

オーバーオールを製造。

オーバーオールは作業着としても使用でき、沖縄のさとう
きび農家様にも愛用いただいている。

軽くて丈夫な仕上がりになっているため、カジュアルだけ
でなく作業着としても優れている。

オーバーオール（SHIMA DENIM WORKS）06



製品・サービスの概要

製品・サービスの特徴

製品・サービスの概要

製品・サービスの特徴

事例紹介

ローファー（SHIMA DENIM WORKS）

バガスをアップサイクルした生地を活用しローファーを製造。

インディゴ・チノ・生成の３色展開。

17

07

総重量243gの軽量ローファー。バガスをアップサイクルし
たデニム生地を使用。

アウトソールには、焼却してもダイオキシンが発生しない、
リサイクル可能など環境に配慮された素材を使用。

インソールには、吸水性・断熱性に優れるコルクと合成樹
脂を使用し、夏でもさらっとした履き心地で過ごすことが
できる。

天保元年（1830年）創業、京都の老舗寝具メーカーである
株式会社イワタ様とのコラボレーション商品。

バガスをアップサイクルした生地を使用し、枕カバーを製
造。

バガス紙糸の特性である、吸湿速乾性・抗菌消臭効果は寝
具との相性が良い。

現在イワタ様のブランドである「RENMEN」として販売され
ている。「RENMEN」は資源の循環を通して、新たな製品や
サービスを生み出すプロジェクトであり、地球のつながり
がずっと長く続くことを願って「 RENMEN」（連綿）と名付
けられている。

枕カバー（イワタ）08



製品・サービスの概要

製品・サービスの特徴

製品・サービスの概要

製品・サービスの特徴

事例紹介

うちわ（小丸屋住井）

創業寛永元年、京都の伝統工芸を長年受け継いできた老舗
であり、京丸うちわや深草うちわなどで知られる小丸山住
井様とのコラボレーション商品。

18

09

うちわの紙にバガスを40％配合した和紙を使用。

京丸うちわは一本の竹片で作られているのが特徴で、職人
が1つ1つ手作業で作り上げている。

元禄二年（1689年）創業、京扇子を製造する京風庵大むら
様とのコラボレーション商品。

京風庵大むら様は環境保全のためのプロジェクト「KERプロ
ジェクト」を自ら立ち上げるなど、環境への取り組みも積
極的に行っていることからコラボレーションに至る。

扇子の表面（絵柄側）にバガスを20％配合した和紙を使用。
裏面には高知県の伝統工芸である土佐和紙が使用されてい
る。

絵柄は「清水寺」「富士山」「桜」の３種類のラインナッ
プを用意している。

扇子（京風庵大むら）10



製品・サービスの概要

製品・サービスの特徴

製品・サービスの概要

製品・サービスの特徴

事例紹介

タンブラー（アサヒユウアス）

バガスを脱糖・洗浄し、ポリプロピレンと混ぜてバイオコ
ンポジットを製造。

アサイユウアス株式会社と協業し、タンブラーを開発した。

19

11

バガス55％、ポリプロピレン45％の割合で製造。

植物繊維由来の細かな凹凸が、ビールの泡を細かくする働
きをもち、サーバーで注いだようなきめ細かい泡を楽しむ
ことができる。

またガラスと比べて、高い保冷性能があり、結露しにくい
ことも特徴である。

沖縄の黒糖に微粉砕したバガス（バガスパウダー）を混ぜ
てこんぺいとうを製造。

製造は京都の老舗である青木光悦堂で行っている。

黒糖を使うことでまろやかな甘みとコクがあり、人気商品
である。

また、バガスパウダーは食物繊維の含有比率が８割以上で
あるため、健康食品としても注目されている。

黒糖こんぺいとう12



事例紹介

モルト・ホップからジーンズ（サッポロ）

サッポロビール株式会社様でビール製造に発生するモルト
の搾りかすとホップの蔓をアップサイクルしたオリジナル
ジーンズを開発にした。

20

13

バガス紙糸の製造技術を応用し、モルトの搾りかすとホッ
プ蔓のパウダーを含有した紙糸製造。

その紙糸を緯糸（よこいと）に使用したインディゴとブ
ラック2種類のデニムを製造した。

製品についてはサッポロビール株式会社様の公式ECサイト
にて販売し、好評を博した。

サッポロビール株式会社様でビール製造時に発生するモル
トの搾りかすとホップの蔓をアップサイクルしたオリジナ
ルのMA1ジャケットを製造した。

モルトの搾りかすとホップの蔓を原材料にした紙糸を緯糸
（よこいと）に使用し、ブラックデニムの生地を製造。

デザイナーと連携し、細かな意匠にもこだわった製品とし
て、サッポロビール株式会社様公式ECサイトにて販売を
行った。

モルト・ホップからMA1ジャケット（サッポロ）14

素材：モルトの搾りカスとホップの蔓

アップサイクル製品の特徴



事例紹介

カカオの殻（明治）からデニムジャケット

株式会社明治様のチョコレート製造工程で発生するカカオ
ハスク（殻）を原材料にした紙糸を開発。

その紙糸を緯糸（よこいと）に使用し、オリジナルのデニ
ム生地を開発した。

21

15

カカオハスクを微粉砕し、バガス紙糸の技術を応用し紙糸
を製造した。

この紙糸を緯糸に用いたデニム生地からデニムジャケット
を試作。大手アパレルブランドと連携しデニム製品の量産
に向けた準備を行っている。

京都府内の老舗お茶メーカーにて、製品製造過程で発生す
る販売できない茶葉を原材料にした紙糸を製造した。

お茶の色味を活かした繊維及び生地を製造し、試作品の開
発を進めている。

廃棄される茶葉を微粉砕し、バガス紙糸の製造技術を応用
し、茶葉を含有した紙糸を製造した。

緑茶の緑色を活かした、薄緑色の紙糸となっており、この
紙糸を緯糸（よこいと）に使用することで、色味を活かし
たデニム生地及び試作品の開発にも着手した。

廃棄される緑茶からデニム16

素材：カカオハスク（カカオの殻）

アップサイクル製品の特長

製品・サービスの概要

製品・サービスの特徴



事例紹介

ハトムギの殻からエコバッグ

大手化粧品メーカー様から発生するハトムギの殻を原材料
にした紙糸を製造。また、その紙糸を緯糸（よこいと）に
使用し、帆布生地の製造にも着手した。

22

17

硬さが特徴であるハトムギの殻を独自の粉砕技術で微粉砕
し、

バガス紙糸の製造技術を応用し、ハトムギの殻を含有した
紙糸を製造した。また、この紙糸を用いた帆布生地も製造
し、企業ノベルティの素材として活用いただいた。

バラの町として知られる広島県福山市で、バラを選定した
際に発生する廃棄される枝を原材料にした紙糸を製造した。

またその紙糸を緯糸（よこいと）に用いて、福山市内の生
地メーカーと連携したデニム生地を開発した。

バラの枝については硬い繊維質が特徴であるが、独自の粉
砕技術によって微粉砕し、バガス紙糸の製造技術を応用す
ることで、バラ剪定枝を含有した紙糸を製造。

また、この紙糸を緯糸（よこいと）に使用し福山市内で発
生する残渣をアップサイクルしたデニム生地を開発した。

バラ剪定枝からデニム生地18

素材：ハトムギの殻

製品・サービスの概要

製品・サービスの特徴



事例紹介

さくらんぼの剪定枝から和紙糸

日本一のさくらんぼの産地である山形県で発生する、廃棄
されてしまう剪定枝を原材料にした紙糸を製造。

この紙糸を活用し、山形県内の繊維事業者と連携したもの
づくりを実施する。

23

19

硬い繊維質であるさくらんぼの剪定枝を独自の粉砕技術に
よって微粉砕し、バガス紙糸の製造技術を応用することで
紙糸を製造。

紙糸特有の軽さやさらっとした肌触りを生かした製品開発
を山形県内の繊維事業者と連携し進めていく。

京都府の木に認定されている「北山杉」の木材製造時に発
生する端材を原材料にした

えんぴつを開発。

府内の小学生に向けた配布や、お土産遺品としての展開を
予定している。

北山杉の端材を原材料したえんぴつ。製品の特長として、
本体に小さな穴をあけており、植物の種を入れることがで
きる構造となっている。

えんぴつを使い終わった後、土に植えることで種が発芽し、
植物を育てる「植育」につながる製品となっている。

杉の端材からえんぴつ20

素材：さくらんぼの剪定枝

アップサイクル製品の特長

製品・サービスの概要

製品・サービスの特徴



事例紹介

米の籾殻からジーンズ

精米時に発生する籾殻を原材料にした紙糸を製造。この紙
糸を緯糸（よこいと）に使用したデニム生地を製造。
ファッションアイテムや、農作業への活用を進めている。

24

21

硬い素材である籾殻を独自の粉砕技術で微粉砕し、バガス
紙糸の製造技術を応用することで、籾殻を含有した紙糸を
製造した。また、この紙糸を用いたデニム生地を開発し、
ジーンズなどの製品を試作した。

熊本県天草市の特産品である晩柑を加工する際に発生する、
廃棄される皮を原材料にした紙糸およびデニム生地を製造。

京都芸術大学と連携し、天草市長をはじめとした天草市内
で働く方々へのギフティングを実施した。

「天草のさりの島デニム」と題し、産業間のつながりと人
と人とのつながりをリンクさせるためのアイテムとして
ジーンズを製造。今後は地域の特産品や、ふるさと納税の
返礼品につなげる展開を想定している。

晩柑の皮からジーンズ22

素材：米の籾殻

アップサイクル製品の特長

製品・サービスの概要

製品・サービスの特徴



事例紹介

パイナップルの葉からカリユシ

沖縄県内でパイナップルの収穫時に発生する廃棄されてし
まう葉を原材料にした紙糸を製造。

また紙糸を用いてシャツ生地を作り、沖縄県の正装である
かりゆしウェアを試作した。

25

23

パイナップルの茎葉は繊維質が多く、粉砕が難しい素材で
あるが、独自の粉砕技術を用いて微粉砕を実施。

また、バガス紙糸の製造技術を応用することでパイナップ
ルの葉を含有した紙糸を製造した。その紙糸を用いたかり
ゆしウェア試作しており、今後はバガスに並んで沖縄らし
さのある素材として展開を図っていく。

山梨県内でワインの製造時に発生するぶどうの搾りカスを
原材料にした紙糸を製造。

またその紙糸を緯糸（よこいと）に使用したデニム生地も
開発した。

糖分を多く含むぶどうの搾りかすを独自の粉砕技術によっ
て微粉砕し、バガス紙糸の製造技術を応用することで紙糸
を製造した。

またこの紙糸を用いたデニム生地も開発しており、今後は
ヨーロッパを視野に入れた素材の展開を図っている。

ぶどうの搾りかす24

素材：パイナップルの葉

アップサイクル製品の特長

製品・サービスの概要

製品・サービスの特徴



04
牡蠣殻・放置竹林をテーマとした
アップサイクルビジネスの取組み

大坪ＧＳＩ（株）の事例紹介

26



牡蠣殻・放置竹林をテーマとした
アップサイクルビジネスの取組み

大坪GSI 株式会社では、工場の生産活動など事業活動に伴う産業廃棄物の適正処理とリサ
イクルニーズに応えるため、「山川リサイクル工場」「ガラスリサイクル工場」「立花砕石
工場」「柳川リサイクル工場」「三橋工場」の５つのリサイクル施設で様々な産業廃棄物の
再資源化、再生利用に取り組んでいる。２００６年４月の「中間処理施設（薬剤固化プラン
ト）」許可取得を契機に、「柳川リサイクル工場」に施設を建設し、リサイクルプラントを
操業している。これまで、リサイクル製品は、土木建設系資材として販売していたが、現在
では農業や建築分野、インテリア等、そのフィールドは多岐にわたる。

27

04

素材：産業廃棄物、ガラス瓶、牡蠣殻

本 社： 福岡県柳川市大和町徳益４１６
山川リサイクル工場、ガラスリサイクル工場：

福岡県みやま市山川町河原内１４３８
柳川リサイクル工場：福岡県柳川市田脇３４５-１
代表者：大坪尚宏
資本金：３５,０００,０００円
設 立：１９８８年１月８日

事業内容：
鉱物及び岩石の採取、精製、販売、輸出入及びその研究
資源の有効な利用の促進に関する法律に基づく指定副産物のリサイクル業務
産業廃棄物及び一般廃棄物の収集、運搬、保管、処理ならびに再生品の製造、販売

大坪ＧＳＩ株式会社

山川リサイクル工場



事例紹介

牡蠣殻から土壌改良剤へアップサイクル

山のミネラルが糸島の海に注がれ、その栄養豊富な海で
育った、福岡県糸島産の牡蠣殻を大地に還元することで、
循環型社会を推進します。

牡蠣殻を粉砕して製造された環境に優しい良質で安心・安
全な天然石灰です。

28

25

• アルカリ成分が48％以上含まれ、土壌の酸性化の防止や
発根促進、水質浄化、根腐防止の効果があります。

• 天然の動物石灰のため、カルシウム・ミネラル・微量要
素を豊富に含み柔軟な土壌にします。

• 有機石灰のため水に溶けにくく、幅広い粒度分布で配合
されているため、他の石灰肥料に比べて緩効性があり、
散布後すぐに作付けできます。

福岡県みやま市の放置竹林。全国的に問題となっている放
置竹林抑制を目的に始めた幼竹伐採は、採りそこねたタケ
ノコ〈幼竹〉を採取し味付けや乾燥の手順で作ります。

幼竹を原料にして作った『するめんま』は、福岡県産リサ
イクル製品認定され、みやま市のふるさと納税返礼品とし
ても扱われている。めんまの状態でおつまみとするも良し、
10分ほど少量の水にさらすと、味付きメンマに早変わりし、
食材としても使用できる。

放置竹林から竹製めんまへアップサイクル26

素材：牡蠣殻

アップサイクル製品の特長

素材：放置竹林

製品・サービスの特徴



05
地域連携昆虫飼料生産事業アップサイクル技術

東京農工大学の事例紹介
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地域連携昆虫飼料生産事業アップサイクル事業

• 東京多摩地域での食品廃棄物、植物由来残渣を飼料とし
て、昆虫生産事業を行う。

• 生産した昆虫を加工し家畜飼料として利用する事により、
家畜飼料の自給率向上を狙う。

東京多摩地域での食品廃棄物アップサイクル27

素材：アメリカミズアブ

（圃場型ディープテック昆虫工場）

東京多摩地域での

食品廃棄物アップサイクル

地域連携
昆虫飼料生産事業アップサイクル05

東京農工大学 農学部 動物生化学（昆虫系）研究室

約１ヶ月半でライフサイクルがまわるため、１年間に何度
も生産できる。昆虫の飼育には，家畜のような大きなス
ペースは必要ない。密度を適切にコントロールすることで、
成長速度があがり、より多くの残渣を処理できるようにな
る。小さなスペースを使い、大量飼育可能な技術開発が可
能。
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竹から食品・環境素材へのアップサイクル技術

東京電機大学の事例紹介
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強力な光合成で地球温暖化を阻害するCO２を吸収できる。

国内のサステナブルで優良な未利用バイオマス資源である。

急成長・繁殖力があり、サイクル資源として活用できる。

放置竹林を解消し、竹害を減らし、環境整備を図れる

（整備された景観＝観光資源としてのプラスも）。

生竹は、乾燥・粉砕してもそのままでは食に適さず、食品
に利用されるまでには至っていない。竹のバイオリファイ
ナリー技術により、食物繊維状態の素材とすることで、食
用のための品質向上と低コスト生産に成功した。

従来のパンの小麦粉や米粉加工品などに竹粉末を添加する
ことで、健康的でサステナブルな食品を提供することがで
きた。

竹から食品素材へのアップサイクル28

素材：竹

食用竹粉末の特徴

竹の
バイオリファイナリー技術による
食品、環境資材への利用

東京電機大学 理工学部理工学科 生命科学系

特定教授 椎葉究

本技術に関する知的財産権

発明の名称：食用竹粉末、それからなるクロストリジウム属細菌の増殖抑制剤

  及び免疫賦活剤、並びに食用竹粉末の製造方法

出願番号 ：特願2023-112880

出願人 ：東京電機大学

発明者 ：椎葉 究

06
東京電機大学理工学部理工学科 椎葉究

東京電機大学
研究推進社会連携センター
産官学連携担当
TEL： 03-5284-5225
FAX： 03-5284-5242

問い合わせ先

BMF 5％
小麦粉ミックス

コントロール
（小麦粉のみ）
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一般社団法人首都圏産業活性化協会の概要
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